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令
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五
年
五
月
一
日
発
行　

一
般
社
団
法
人 

中
央
電
気
倶
楽
部　

〒 

５３０
―
０００４ 

大
阪
市
北
区
堂
島
浜
二
―
一
―
二
十
五　

電
話
〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
一（
代
）　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

倶楽部からのご案内
◎巻頭言
「ウクライナとロシアへの思い」
 ／株式会社関電パワーテック 代表取締役社長　　中島　宏　氏
◎午さん会講演録

『大相撲番付鳴動
　　 　～令和五年大阪場所の見所～』
 　　　　　　　　　 　　　　／産経新聞　東京本社　運動部　　宝田　将志　氏

公
開
講
演
会
開
催
の
ご
案
内

会
員
ご
家
族
婦
人
会
見
学
会
ご
案
内

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
開
始
か
ら
一
年
余

り
経
過
し
ま
し
た
。ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
は
、

中
国
と
我
が
国
と
の
関
係
に
類
似
す
る
点
が
あ
り
、

決
し
て
他
所
事
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、台
湾
問
題
を
は
じ
め
海
洋
進
出
を
強
め
る
中
国

に
対
し
、我
が
国
は
ど
う
対
応
す
べ
き
か
理
解
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、航
空
自
衛
官
と
し
て
の
豊
富
な
勤
務

経
験
が
あ
り
、わ
が
国
の
防
衛
に
関
し
て
ご
提
言
さ
れ

て
お
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、昨
年
、正
論
大
賞
も
受
賞

さ
れ
た
、織お
り
た田
邦
男
先
生
を
お
迎
え
し
、ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
講
演
会
は
会
員
に
限
定
せ
ず
、ど
な
た

で
も
自
由
に
出
席
で
き
る
公
開
の
講
演
会
で
す
の
で

奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日　

時　

令
和
五
年
八
月
八
日（
火
）

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
十
分

場　

所　
（
一
社
）中
央
電
気
倶
楽
部　

五
階 

大
ホ
ー
ル

演　

題　
『
台
湾
有
事
と
日
本
の
課
題
』

講　

師　

�

元 

航
空
自
衛
隊　

空
将
、

　
　
　
　

麗
澤
大
学　

特
別
教
授織お

り
た田　

邦
男　

氏

聴
講
料　

無
料

申
込
方
法　

�

倶
楽
部
事
務
局（
三
宅
、更
谷
、藤
川
）へ

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、聴
講

希
望
者
の
所
属
団
体
名
、役
職
名
、氏
名

を
ご
連
絡
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
、当
日
受
付
時
に

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締　

切　

�

令
和
五
年
七
月
三
十
一
日（
月
）

　
　
　
　
　

た
だ
し
、先
着
二
〇
〇
名
様
で
締
め
切
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
一（
代
） 

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七 

　
　
　
　
　

Ｅ
メ
ー
ル kouenkai@

chuodenki-club.or.jp

　

春
の
会
員
ご
家
族
婦
人
会
見
学
は
、武
将
明
智

光
秀
が
作
っ
た
城
下
町
、福
知
山
を
訪
ね
ま
す
。

　

午
前
中
は
、光
秀
が
築
城
し
た
福
知
山
城
を
見
学
。

　

天
守
閣
よ
り
城
下
町
の
名
残
を
残
し
た
町
並
み

を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
、古
民
家
風
の
食
事
処「
丹
波
の
奥
座

敷
た
か
た
荘
」に
て
和
食
料
理
を
お
愉
し
み
下
さ

い
。

　

午
後
か
ら
は
、綾
部
方
面
に
移
動
し
、ア
パ
レ
ル

メ
ー
カ
ー
グ
ン
ゼ
の
近
代
的
洋
風
建
築「
グ
ン
ゼ
記

念
館
」を
見
学
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
に
て
グ
ン
ゼ
の
資
料
館

「
歴
史
蔵
」等
三
つ
の
蔵
を
見
学
。ま
た
隣
接
の
バ

ラ
園
を
散
策
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
回
は
参
加
者
数
枠
を
四
〇
名
に
拡
大
し
て

開
催
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、是
非
ご
参
加

下
さ
い
。

開
催
日

令
和
五
年
五
月
二
十
四
日（
水
）【
雨
天
決
行
】

集　

合　

八
時
三
十
分　

中
央
電
気
倶
楽
部
一
階　

ロ
ビ
ー

行　

程　

�

ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島（
旧
堂
島
ホ
テ
ル
）

前
…
赤
松
Ｐ
Ａ（
休
憩
）…
福
知
山
城

（
見
学
）…
た
か
た
荘（
昼
食
）…
グ
ン
ゼ

記
念
館（
見
学
）…
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア（
見

学
・
散
策
）…
ア
ロ
フ
ト
堂
島
前
と
大
阪
駅

（
十
七
時
三
十
分
頃
帰
着
予
定
）

定　

員　

四
〇
名（
同
伴
歓
迎
）先
着
順
と
し
ま
す
。

会　

費　

会　

員　
　
　
　
　
　
　

一
二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　

会
員
外（
ご
家
族
含
む
）　

一
五
、〇
〇
〇
円

（
会
費
は
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。）

　
　
　

  

【
食
事
時
の
追
加
飲
物
は
自
己
負
担
】

申
込
み　

�

五
月
十
七
日（
水
）ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
倶
楽
部
事
務
局（
更
谷
）ま
で
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　

  �

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
六（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

※�

開
催
日
の
前
々
日
以
降
は
、会
費
の
半
額
を
キ
ャ

ン
セ
ル
料
と
し
て
申
し
受
け
ま
す
。

～今回の倶楽部ならでは～
◎福知山城

ボランティアガイドによる案内をお楽しみ下さい。

◎グンゼ記念館
休館日に貸切りで見学します。
専任スタッフによる養蚕関連の道具や歴史的資
料についての説明があります。

◎グンゼスクエア
資料館「歴史蔵」の見学や「あやべ特産館」
にてお買物が楽しめます。
隣接のバラ園は120種のバラが咲き競い、見
応え十分です。

（今年度もバラ祭り開催の予定）
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創　　立：大正3年11月

建物（本館）：昭和5年竣工

会 員 数：1,431名

（R.5.4.末現在）

法人指定会員
1,196名

個 人 会  員
235名

5月のスケジュール ２
6月の予定

巻頭言 4

写　真 5

講演録 6～14

倶楽部だより 15～17

同好会だより 18～19

倶楽部からのご案内 20

目　次

毎週金曜日の午さん講演会は、下
記の要領で開催いたしております
ので、多数ご出席ください。
出席資格：倶楽部会員およびご同

伴の方、会員会社の社
員の方

時　　間：12時～１3時40分頃
（講演12時40分～１3時40分）

場　　所：3階大食堂
食 事 代：一人会員2,200円（税込）

非会員2,500円（税込）
予　　約：不要
着　　席：自由着席

午さん講演会に
ご出席のおすすめ

大ホール緞帳

五
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一

月

二

火

三

水

憲
法
記
念
日

四

木

み
ど
り
の
日

五

金

こ
ど
も
の
日

六

土

休
館

七

日

八

月

青
年
会
例
会

九

火

十

水

ゴ
ル
フ
部
例
会
（
琵
琶
湖
C
C
）

電
寿
会

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

十
一

木

十
二

金

午
さ
ん
会　

ビ
デ
オ
映
画
鑑
賞
会
『
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
若
大
将
』（
八
十
六
分
）

主
演　

加
山　

雄
三

酒
井
和
歌
子

監
督　

福
田　
　

純

十
三

土

撞
球
部
春
季
大
会

囲
碁
部
例
会

十
四

日

十
五

月

十
六

火

十
七

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

絵
画
部
（
水
彩
画
）（
中
之
島
緑
道
附
近
で
写
す
会
）
雨
天
は
（
B
一
〇
号
室
）

十
八

木

十
九

金

午
さ
ん
会
（
電
壮
会
合
同
）

講
演
『
乱
れ
る
国
際
秩
序
と
今
後
の
日
本

〜
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
後
の
世
界
〜
』

皇
學
館
大
学　

現
代
日
本
社
会
学
部

准
教
授　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

政
俊　

氏

二
十

土

い
な
づ
ま
句
会
（
二
一
五
号
室
）

初
・
中
級
者
向
け
囲
碁
教
室
（
十
時
〜
十
二
時
・
二
〇
五
号
室
）

囲
碁
部
指
導
日

二
十
一

日

二
十
二

月

二
十
三

火

二
十
四

水

社
交
ダ
ン
ス
教
室
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

会
員
ご
家
族
婦
人
会
見
学
会
（
福
知
山
城
、
グ
ン
ゼ
記
念
館　

他
）

二
十
五

木

二
十
六

金

午
さ
ん
会　

公
演
『
世
界
に
ひ
び
け
津
軽
三
味
線
の
響
き
』

津
軽
三
味
線
演
奏
家　
　
　
　
　

佐
山　

千
尋　

氏

二
十
七

土

将
棋
部
例
会
（
指
導
な
し
）
十
三
時
〜

二
十
八

日

二
十
九

月

三
十

火

三
十
一

水

理
事
会
（
特
別
会
議
室
他
）

社
交
ダ
ン
ス
部
例
会
（
B
一
〇
号
室
）
十
七
時
〜

※
予
定
変
更
の
場
合
は
改
め
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。

七
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

◎
七
月
七
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）ク
ロ
ア
チ
ア
の
独
立
戦
争
経
験
か
ら
見
る

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
』

　
　
　
　
　
　

日
本
ク
ロ
ア
チ
ア
交
流
協
会

理
事
長　
　
　
　

 　
　

 　

山
崎　

エ
レ
ナ　

氏

◎
七
月
十
四
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）運
輸
安
全
の
観
点
か
ら
見
た

知
床
観
光
船
沈
没
事
故

～
確
認
さ
れ
た
事
実
と
対
策
～
』

　
　
　
　
　
　

関
西
大
学　

社
会
安
全
学
部

名
誉
教
授　
　
　
　

 　
　

 　

安
部　

誠
治　

氏

◎
七
月
二
十
一
日
（
金
）

　
（
調
整
中
）

◎
七
月
二
十
八
日
（
金
）

　

講
演
『
Ａ
Ｉ
の
急
激
な
進
化
が
変
え
る
世
界

～
待
っ
た
な
し
の
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
～
』

　
　
　
　
　
　

関
西
学
院
大
学

副
学
長・情
報
化
推
進
機
構
長 

巳
波　

弘
佳　

氏

※�

今
月
号
よ
り
下
段
に
は
二
ヶ
月
先
ま
で
分
の
午
さ
ん
会
講
演

予
定
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

六
月
の
午
さ
ん
会
講
演（
予
定
）

◎
六
月
二
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）藤
井
聡
太
と
こ
れ
か
ら
の
将
棋
界
』

　
　
　
　
　
　

将
棋
棋
士　

九
段

　
　
　
　
　
　
（
藤
井
聡
太
六
冠
※
の
大
師
匠
）※
四
月
現
在

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　

小
林　

健
二　

氏

◎
六
月
九
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）中
国（
三
国
時
代
）と
邪
馬
台
国
と
の
つ
な
が
り

～
魏
志
倭
人
伝
か
ら
見
る
～
』

　
　
　
　
　
　

元
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

 　

西
川　

寿
勝　

氏

◎
六
月
十
六
日
（
金
）

　

講
演
『
コ
ロ
ナ
後
の
ベ
ト
ナ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
状
況
と

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
今
後
に
つ
い
て
』

　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
Ｖ
Ｉ
Ｔ　

Ｊａｐ
ａｎ

代
表
取
締
役　
　

 　
　
　

 　

猪
谷　

太
栄　

氏

◎
六
月
二
十
三
日
（
金
）

　
（
調
整
中
）

◎
六
月
三
十
日
（
金
）

　

講
演
『（
仮
）中
央
電
気
倶
楽
部　

建
物
の
魅
力
に
つ
い
て

～
建
築
史
学
か
ら
み
た
見
所
ガ
イ
ド
～
』

　
　
　
　
　
　

京
都
華
頂
大
学

教
授　
　
　
　
　
　

 　
　

 　

川
島　

智
生　

氏



巻　
　

頭　
　

言
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「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
へ
の
思
い
」

　
中
島
　
宏

（
株
式
会
社
関
電
パ
ワ
ー
テ
ッ
ク 

代
表
取
締
役
社
長
）

　
「
へ
え
ー
、
あ
の
ひ
ま
わ
り
畑
は
や
っ
ぱ
り
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
っ
た
ん

か
ー
。」

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
女
性
が
ロ
シ
ア
の
兵
士
に
ひ
ま
わ
り
の
種
を
渡
そ
う

と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
拒
む
兵
士
に
彼
女
は
国
に
帰
る
よ
う
に
諭
し
て

い
る
。
こ
の
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
報
道
に
接
し
て
、
今
流
に
言
え
ば
、
濃
い
顔
美

人
の
典
型
、
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
主
演
の
イ
タ
リ
ア
映
画
「
ひ
ま
わ

り
」
を
思
い
出
し
た
。
画
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ひ
ま
わ
り
畑
を
イ
メ

ー
ジ
し
な
が
ら
、
思
わ
ず
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
発
見
し
た
。
昨
年

二
月
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
見
ら
れ
て
同
様
の
感
慨
を
持
た
れ
た
方
も
多
い
と

思
う
。
そ
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
で
、
ソ
連
時
代
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

過
酷
な
歴
史
を
知
り
、
長
年
の
疑
問
「（
映
画
の
中
で
、）
な
ぜ
、
侵
略

さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
女
性
が
イ
タ
リ
ア
兵
士
を
助
け
て
家
庭
ま
で
持

つ
の
か
？
」
も
徐
々
に
解
け
て
い
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
は
も
ち
ろ
ん
ロ
シ
ア
語
も
全
く
で
き
な
い
け
れ
ど
、

若
い
時
か
ら
こ
の
地
域
に
は
何
か
し
ら
強
い
親
近
感
を
覚
え
て
い
る
。

学
生
時
代
に
岩
波
文
庫
で
読
ん
だ
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
の
小
説
「
静
か
な
ド

ン
」
の
影
響
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
作
品
の
舞
台
は
ま
さ
に
現
在
激
戦

が
展
開
し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
周
辺
で
、
主
人
公
達
は
そ
こ
に

住
む
コ
サ
ッ
ク
の
人
々
だ
。
こ
の
物
語
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
よ
り
も

コ
サ
ッ
ク
の
社
会
・
風
俗
・
個
人
を
軸
に
物
語
が
躍
動
的
に
展
開
す
る
。

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
自
身
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
一
つ
に
コ
サ
ッ
ク
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
及
び
、
こ
の
圧
倒
的

な
物
語
に
感
動
し
た
記
憶
が
鮮
や
か
に
蘇
る
と
共
に
、
勇
敢
で
粘
り
強

い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
の
姿
が
ス
ト
ン
と
腹
に
落
ち
た
。

　

翻
っ
て
、
侵
略
し
て
い
る
ロ
シ
ア
に
は
、
個
人
的
に
は
「
な
ぜ
？
」

と
の
強
い
思
い
が
拭
え
な
い
。
こ
れ
も
学
生
時
代
に
読
ん
だ
ト
ル
ス
ト

イ
の
作
品
群
を
貫
く
、
戦
争
に
対
す
る
深
い
疑
問
や
怒
り
、
そ
し
て
人

道
主
義
と
今
の
残
酷
な
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
戦
争
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
余

り
に
大
き
く
、
常
に
「
な
ぜ
？
」
が
つ
い
て
廻
っ
て
い
る
。

　

一
九
八
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
、
冷
戦
終
結
後
に
ソ
連
が

消
滅
し
て
以
来
の
個
人
的
な
夢
が
あ
る
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
っ
て
タ
イ
ガ
を
横
断
し
、
世
界
一
透
明
度
の
高
い
湖

バ
イ
カ
ル
湖
を
訪
れ
、
終
点
の
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
エ
ル
ミ
タ

ー
ジ
ュ
美
術
館
を
ゆ
っ
く
り
と
見
学
し
、
南
に
下
っ
て
、
キ
ー
ウ
の
大

聖
堂
、
オ
デ
ー
サ
の
階
段
を
訪
れ
、
締
め
は
ク
リ
ミ
ヤ
半
島
の
保
養
地

ヤ
ル
タ
で
の
ん
び
り
と
過
ご
す
、
一
大
周
遊
旅
行
で
あ
る
。
仕
事
の
お

か
げ
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
兵
站
を
支
え
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
こ
れ
ま
で

訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
東
に
は
進
め
て
い
な
い
。
一
刻

も
早
く
こ
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
戦
争
が
終
結
し
、
以
前
の
よ
う
に
安
心

し
て
旅
行
で
き
る
時
代
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
心
か
ら
切
望
し
て
い
る
。

「春の香り」　  個人会員　土方　利洋　君

　

四
国
・
善
通
寺
に
あ
る
涅
槃
桜
と
い
う
早
咲
き
の
桜

で
す
。

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
始
め
一
般
的
に
桜
の
花
は
匂
い
は

余
り
強
く
な
い
の
が
普
通
で
す
が
、こ
の
涅
槃
桜
は
得

も
言
わ
れ
ぬ
香
り
を
漂
わ
せ
て
お
り
、境
内
全
体
が
そ

の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

（
写
真
部
委
員　

土
方　

利
洋
）
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～
は
じ
め
に
～

　

今
の
番
付
は
、
た
い
へ
ん
ア
ン
バ
ラ
ン

ス
と
い
っ
て
よ
い
の
か
、
珍
し
い
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
御
嶽

海
が
、
肩
の
ケ
ガ
も
あ
っ
て
大
関
か
ら
陥

落
。
正
代
も
勝
っ
た
り
負
け
た
り
が
続

き
、
結
局
は
大
関
陥
落
。
し
た
が
っ
て
、

今
、
大
関
は
貴
景
勝
ひ
と
り
で
す
。
そ
し

て
上
位
が
い
な
い
状
態
で
平
幕
が
勝
つ
よ

う
に
な
り
、
名
古
屋
場
所
は
逸
ノ
城
、
秋

場
所
は
玉
鷲
、
九
州
場
所
は
阿
炎
が
優
勝

し
て
い
ま
す
。
平
幕
力
士
の
三
場
所
連
続

優
勝
は
史
上
初
で
す
。
二
場
所
連
続
で
も

一
九
九
一
年
、
琴
富
士
と
琴
錦
が
連
続
で

平
幕
優
勝
し
た
と
き
の
一
度
き
り
で
す
。

わ
た
く
し
が
子
供
の
頃
は
、
平
幕
優
勝
と

い
え
ば
今
の
鏡
山
親
方
で
あ
る
多
賀
竜
が

蔵
前
国
技
館
で
優
勝
し
た
の
が
最
後
で
、

わ
た
く
し
の
な
か
で
は
「
と
ん
で
も
な
い

こ
と
」「
ほ
と
ん
ど
起
き
な
い
こ
と
」
だ
っ

た
の
に
、
今
は
平
幕
力
士
が
勝
ち
ま
く
っ

て
い
る
。
で
す
か
ら
取
材
を
す
る
側
と
し

て
も
、
優
勝
力
士
の
予
想
が
つ
き
に
く
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
幕
の
初
優
勝
と
な

れ
ば
、
そ
の
力
士
の
来
歴
の
よ
う
な
こ
と

を
振
り
返
り
な
が
ら
「
こ
ん
な
力
士
で
す
」

と
い
う
紹
介
原
稿
も
書
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
昨
年
は
毎
場
所
、
毎
場
所
が
そ
ん

な
感
じ
で
し
た
。

～
今
年
の
番
付
の
姿
～

　

大
関
陣
が
次
々
に
陥
落
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
、
今
年
は
一
横
綱
、
一
大
関
と
い

う
番
付
に
な
り
ま
し
た
。
実
に
百
二
十
五

年
ぶ
り
の
、
あ
り
え
な
い
と
い
っ
て
も
よ

い
ほ
ど
の
番
付
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
江
戸
時
代
か
ら
、
番
付
は
ラ

ン
キ
ン
グ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
昔
は
東

西
に
分
か
れ
て
の
対
戦
で
し
た
か
ら
、
大

関
、
関
脇
、
小
結
の
三
役
が
東
西
に
そ

ろ
う
の
が
番
付
の
定
番
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
横
綱
が
い
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

ト
ッ
プ
に
横
綱
が
い
て
、
そ
れ
よ
り
も
少

し
多
い
人
数
の
大
関
、
そ
し
て
関
脇
と
小

結
が
い
る
と
い
う
形
が
一
般
化
し
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
が
今
は
一
横
綱
一
大
関

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

陥
落
し
た
大
関
が
だ
ら
し
な
い
か
ら
だ

と
い
う
意
見
も
あ
れ
ば
、
よ
さ
そ
う
な
力

士
を
上
に
あ
げ
れ
ば
い
い
、
上
に
あ
げ
て

い
か
な
い
の
が
お
か
し
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
た
だ
、
番
付
と
い
う
も
の
は
そ

の
と
き
の
勢
力
図
を
反
映
し
た
も
の
で
す

か
ら
、
い
な
い
も
の
は
い
な
い
。
一
横
綱

一
大
関
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
不
足
し
て
い

る
横
綱
と
大
関
を
補
充
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
も
な
い
。
番
付
を
編
成
し
て
い
る
審

判
部
も
痛
し
痒
し
で
、
や
む
な
し
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
関
脇
と
小
結
は
渋
滞
状
態
に

な
っ
て
い
て
、
初
場
所
は
四
関
脇
四
小
結

で
し
た
。
関
脇
か
ら
大
関
に
昇
格
す
る
に

は
三
場
所
ほ
ど
連
続
で
二
桁
勝
利
を
あ
げ

て
、
計
三
十
数
勝
な
ら
安
定
し
て
大
関
を

務
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。
し

か
し
現
状
、
そ
う
い
う
力
士
が
い
ま
せ
ん
。

関
脇
で
勝
ち
越
す
力
士
が
い
て
、
小
結
で

勝
ち
越
す
力
士
も
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
八
勝

く
ら
い
を
あ
げ
て
、
平
幕
上
位
で
十
番
勝

つ
力
士
が
い
る
。
そ
う
い
う
平
幕
上
位
の

力
士
の
番
付
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
上
が
詰
ま
っ
て
い
る
と
い
う

状
況
で
す
。
そ
う
し
て
今
の
四
関
脇
四
小

結
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、
通

常
、
横
綱
二
人
、
大
関
四
人
で
計
六
人
、

関
脇
と
小
結
が
二
人
ず
つ
で
四
人
、
こ
の

ト
ッ
プ
テ
ン
く
ら
い
で
三
役
が
形
成
さ
れ

て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
今
は
た
し
か
に
番

付
の
バ
ラ
ン
ス
は
悪
い
も
の
の
、
そ
れ
ほ

ど
飽
和
も
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
も
で
き
ま
す
。

　

少
し
前
に
な
り
ま
す
が
、
鶴
竜
が
大
関

に
昇
進
し
た
と
き
、
史
上
初
め
て
の
六
大

関
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。
日
馬
富
士
、
把

瑠
都
、
稀
勢
の
里
、
琴
奨
菊
、
琴
欧
洲
が

い
て
、
横
綱
は
白
鵬
ひ
と
り
。
当
時
、
記

者
と
し
て
「
大
関
が
多
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？
」

と
質
問
す
る
と
、「
三
横
綱
四
大
関
、
四
横

綱
四
大
関
の
時
代
も
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

一
横
綱
六
大
関
で
七
人
は
許
容
範
囲
だ
ろ

う
」
と
意
見
す
る
相
撲
協
会
幹
部
も
い
ま

し
た
。
審
判
部
と
し
て
も
、
今
は
し
よ
う

が
な
い
と
い
う
感
じ
で
編
成
を
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

春
場
所
も
同
じ
よ
う
な
番
付
で
、
一
横

綱
一
大
関
三
関
脇
四
小
結
と
な
っ
て
い
ま

す
。
渋
滞
気
味
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の

分
、
役
力
士
の
取
り
組
み
が
増
え
る
と
考

え
て
も
い
い
で
し
ょ
う
し
、
こ
こ
か
ら
誰

が
抜
け
出
る
か
を
楽
し
ん
で
も
よ
い
。
な

か
な
か
な
い
楽
し
み
方
が
で
き
る
時
期
で

も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

～
横
綱
照
ノ
富
士
の
状
況
～

　

横
綱
が
照
ノ
富
士
ひ
と
り
で
大
丈
夫
だ

ろ
う
か
と
い
う
話
に
も
な
り
ま
す
が
、
今

日
、
初
日
と
二
日
目
の
取
り
組
み
を
決
め

る
取
組
編
成
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
膝
を
悪
く
し
て
い
る
照
ノ
富
士
の
名

前
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
場
所
は
休
場
と
な

り
ま
し
た
。
昨
日
、
稽
古
場
に
出
て
稽
古

午
さ
ん
会
講
演
録
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を
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
宝
富
士
に
一

勝
四
敗
の
出
来
。
も
う
少
し
時
間
が
必
要

な
感
じ
で
し
ょ
う
か
。
先
場
所
の
横
綱
審

議
委
員
会
で
、
照
ノ
富
士
は
春
巡
業
く
ら

い
か
ら
参
加
で
き
そ
う
と
い
う
報
告
が
あ

が
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
な
ら
さ
ほ

ど
遅
れ
て
い
る
感
じ
も
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
だ
け
休
ん
で
し
ま
え

ば
、
復
帰
場
所
は
果
た
し
て
ど
う
な
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
す
。

　

伊
勢
ヶ
濱
親
方
が
「
来
場
所
に
照
ノ
富

士
の
進
退
を
か
け
る
」
と
い
っ
て
い
る
の

か
い
っ
て
い
な
い
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
親
方
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
審
判
部
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
来
場
所
の
照
ノ
富
士
の
位
置
づ

け
が
ハ
ッ
キ
リ
し
て
く
る
の
か
な
と
い
う

感
じ
で
す
。
五
月
は
休
ま
ず
に
出
て
く
る

だ
ろ
う
と
み
て
い
る
の
で
す
が
、
最
低
で

も
二
桁
勝
利
を
あ
げ
な
け
れ
ば
、
三
十
歳

を
超
え
て
い
る
照
ノ
富
士
は
、
そ
の
ま
ま

引
退
の
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。
シ
ビ
ア

な
土
俵
に
な
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
照
ノ

富
士
自
身
は
精
神
的
に
た
い
へ
ん
強
い
力

士
で
す
。
期
待
を
込
め
て
、
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
そ
の
照
ノ
富
士
が
い
な
く
な
っ

て
し
ま
う
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く

史
上
初
の
事
態
で
あ
り
、
上
が
い
な
い
戦

国
場
所
の
感
に
一
層
の
拍
車
が
か
か
る
感

じ
に
な
る
で
し
ょ
う
。
照
ノ
富
士
に
し
て

も
、
あ
と
五
年
、
六
年
も
続
け
ら
れ
る
力

士
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
歪
な
形
に
な
っ
て
い

る
番
付
も
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
は
続
か
な
い
。

こ
の
辺
り
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
れ
ば
ど
う

か
と
思
い
ま
す
。
過
去
、
千
代
の
富
士
、

大
乃
国
、
旭
富
士
、
北
勝
海
の
四
横
綱
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
よ
く
ご
存

知
の
時
代
か
と
思
い
ま
す
が
、
千
代
の
富

士
が
引
退
し
て
か
ら
次
々
に
横
綱
が
消
え

て
い
く
。
次
に
曙
が
大
関
に
昇
進
し
、
若

貴
時
代
に
移
行
す
る
前
の
平
成
三
年
、
四

年
頃
の
状
態
に
、
今
の
番
付
の
形
は
近
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
の
頃
は

武
蔵
丸
し
か
り
、
若
貴
も
二
十
代
の
関
脇

で
し
た
。
明
ら
か
に
「
次
は
こ
の
人
た
ち

が
あ
が
っ
て
く
る
ぞ
」
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
「
次
は
誰
だ

ろ
う
ね
？
」
と
な
っ
て
い
る
。
次
が
見
え

な
い
分
、
よ
り
混
沌
と
し
た
時
代
に
あ
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
貴
景
勝
の
綱
取
り
～

　

今
場
所
の
最
も
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
は
貴

景
勝
の
綱
取
り
一
点
で
し
ょ
う
か
。

　

直
近
の
成
績
を
振
り
返
れ
ば
、
春
・
夏

場
所
は
八
勝
止
ま
り
で
し
た
が
、
名
古
屋

場
所
は
十
一
勝
、
秋
場
所
は
十
勝
、
九
州

場
所
は
十
二
勝
で
決
定
戦
に
の
ぞ
み
、
阿

炎
に
負
け
ま
す
。
明
け
て
今
年
の
初
場
所

は
十
二
勝
で
三
度
目
の
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
大
関
昇
格
時
に
は
三
場
所
三
十
三
勝

が
一
応
の
目
安
で
す
か
ら
、
名
古
屋
場
所

か
ら
九
州
場
所
ま
で
は
大
関
の
務
め
を
果

た
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
横
綱
が
休
場
し

て
い
た
り
、
他
の
大
関
が
ふ
が
い
な
い
状

態
で
し
た
か
ら
、
も
う
少
し
星
が
伸
び
て

よ
い
は
ず
だ
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

九
州
場
所
は
阿
炎
に
負
け
た
も
の
の
同

点
優
勝
で
し
た
。
続
く
初
場
所
で
は
優
勝

し
て
い
ま
す
か
ら
、
貴
景
勝
フ
ァ
ン
に
し

て
み
れ
ば
「
横
綱
に
あ
げ
て
も
い
い
」
と

見
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
九
州
場

所
で
の
同
点
優
勝
は
照
ノ
富
士
が
い
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
む
し
ろ
優
勝
争
い
を
引
っ

張
る
存
在
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
追
う
展
開
の
末
に
追
い

つ
い
た
。
し
か
も
平
幕
に
優
勝
を
さ
ら
わ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
加
え
て
十
二
番
し

か
勝
っ
て
い
な
い
。
横
綱
に
昇
格
さ
せ
る

に
は
物
足
り
な
い
と
い
う
評
価
を
審
判
部

が
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
初
場
所

が
全
勝
も
し
く
は
一
敗
ま
で
と
い
う
ハ
イ

レ
ベ
ル
な
優
勝
な
ら
横
綱
昇
格
も
、
と
場

所
前
は
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二

勝
で
は
、「
も
う
一
場
所
見
な
け
れ
ば
」
と

な
る
の
が
妥
当
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
最
近
、
貴
景
勝
の
調
子
が
尻
上
が

り
で
よ
く
な
っ
て
い
る
要
因
の
一
つ
は
、

身
体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
整
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
首
を
痛
め
て
い
た
り
し
て

怪
我
が
ち
な
の
で
す
が
、
右
足
首
と
大
胸

筋
の
状
態
は
よ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
埼
玉
栄
高
校
出
身
で
貴
景
勝
の
先

輩
に
あ
た
る
元
大
関
の
豪
栄
道
、
武
隈
親

方
の
元
に
出
稽
古
し
て
先
輩
後
輩
で
い
ろ

い
ろ
と
話
を
し
て
い
る
の
が
よ
い
刺
激
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
出
稽
古
に
行
く
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
調
子
が
整
っ
て
き
た
よ

う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

横
綱
に
昇
進
す
る
に
は
、
は
じ
め
に
相

撲
協
会
で
番
付
や
取
組
み
を
担
当
し
て
い

る
審
判
部
が
臨
時
理
事
会
の
開
催
を
理
事

長
に
要
請
し
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
相
撲

協
会
は
諮
問
機
関
で
あ
る
横
綱
審
議
委
員

会
に
意
見
を
求
め
ま
す
。
横
綱
審
議
委
員

会
が
横
綱
推
薦
を
答
申
す
れ
ば
、
そ
の
と

き
に
横
綱
へ
の
昇
進
が
決
定
で
す
。
で
す

か
ら
今
場
所
、
最
後
ま
で
貴
景
勝
が
優
勝

を
争
う
展
開
に
な
っ
た
と
き
、
千
秋
楽
、

審
判
部
が
臨
時
理
事
会
の
招
集
を
要
請
し

た
と
な
れ
ば
、
横
綱
昇
進
へ
の
話
が
一
気

に
動
き
出
す
。
話
が
動
き
出
せ
ば
ほ
ぼ
確

実
で
す
。
た
だ
し
過
去
、
貴
乃
花
の
と
き

の
例
で
す
が
、
一
場
所
目
の
優
勝
で
「
も

う
横
綱
に
あ
げ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と

い
う
話
が
動
き
出
し
た
も
の
の
「
待
っ
た
」

が
か
か
り
、
そ
の
と
き
の
昇
進
が
な
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
昇
進
の

話
が
動
き
出
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部

が
全
部
通
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

横
綱
審
議
委
員
会
が
推
薦
の
答
申
を
出

す
に
は
内
規
が
あ
り
、
ひ
と
つ
め
は
「
横

綱
に
推
薦
す
る
力
士
は
品
格
・
力
量
が
抜

群
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。
横
綱
に
な
れ
ば

推
挙
状
が
も
ら
え
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に

も
「
品
格
・
力
量
が
抜
群
に
つ
き
」
云
々

と
し
た
た
め
て
あ
り
ま
す
。

　

相
撲
の
世
界
の
人
た
ち
は
よ
く
「
品
格
・

力
量
で
あ
っ
て
、
力
量
・
品
格
で
は
な
い
」

と
い
い
ま
す
。
品
格
が
先
に
あ
っ
て
、
品

格
が
な
け
れ
ば
横
綱
と
し
て
の
資
格
は
な

い
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
「
横
綱
の
品
格
と
は
何
か
」
を
問
わ
れ

る
と
、
横
綱
と
い
う
日
本
人
に
と
っ
て
最

強
に
し
て
最
高
の
称
号
を
い
た
だ
く
に
値

す
る
か
ど
う
か
は
、
日
本
人
が
持
っ
て
い

る
横
綱
像
に
合
致
す
る
か
否
か
と
い
う
こ

と
が
多
分
に
あ
る
。
日
本
人
の
感
覚
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
め
は
「
大
関
で
二
連
続
優
勝
を
し

た
力
士
を
横
綱
に
推
挙
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

三
つ
め
は
「
第
二
項
に
準
ず
る
好
成
績

を
挙
げ
た
力
士
を
推
薦
す
る
場
合
は
、
出

席
委
員
の
三
分
の
二
以
上
の
決
議
を
必
要

と
す
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
に
は

「
二
場
所
連
続
優
勝
、
も
し
く
は
そ
れ
に

準
ず
る
成
績
を
残
し
た
力
士
」
と
マ
ス
コ

ミ
で
も
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
微
妙
な
ラ

イ
ン
が
こ
こ
に
あ
り
、
よ
く
問
題
に
な
り

ま
す
。

　

過
去
の
例
を
見
れ
ば
、
旭
富
士
以
前
、

北
勝
海
、
大
乃
国
く
ら
い
ま
で
は
、
最
後

が
優
勝
で
は
な
く
て
も
「
準
ず
る
成
績
」

に
該
当
す
る
と
さ
れ
、
横
綱
に
昇
進
し
て

い
ま
す
。
大
乃
国
（
芝
田
山
親
方
）
は
全

勝
優
勝
の
あ
と
、
次
場
所
、
次
々
場
所
も

優
勝
に
絡
む
よ
う
な
好
成
績
を
あ
げ
、
十

分
に
横
綱
を
務
め
ら
れ
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
旭
富
士
以
降
、平
成
に
な
っ

て
か
ら
は
二
場
所
連
続
優
勝
で
の
横
綱
昇

進
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
尾
の
不
祥
事
が

こ
の
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
尾
は
連
続
優
勝
し
て
い
な
い
ま
ま
横

綱
に
昇
進
し
ま
し
た
。
そ
の
北
尾
が
部
屋
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で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
横
綱
を
辞
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
横
綱
昇
進
の

基
準
が
厳
し
く
な
り
、
二
場
所
連
続
優
勝

が
原
則
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
旭
富
士
、
曙
、
貴
乃
花
、
若
乃
花
、

武
蔵
丸
、
朝
青
龍
、
白
鵬
、
全
員
が
連
続

優
勝
と
い
う
大
き
な
関
門
を
突
破
し
て
の

横
綱
昇
進
で
し
た
。

　

た
だ
最
近
は
、
鶴
竜
は
優
勝
同
点
、
優

勝
で
、
稀
勢
の
里
は
大
関
で
安
定
し
た
成

績
を
残
し
て
い
た
こ
と
も
踏
ま
え
一
度
の

優
勝
で
そ
れ
ぞ
れ
横
綱
昇
進
。
二
場
所
連

続
優
勝
の
原
則
に
さ
ほ
ど
縛
ら
れ
な
い
傾

向
に
な
っ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
か
ら
、

貴
景
勝
も
状
況
に
よ
れ
ば
、
優
勝
で
は
な

く
と
も
横
綱
に
あ
が
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
。

　

照
ノ
富
士
は
二
場
所
優
勝
し
て
い
ま
す

が
、
一
場
所
目
は
関
脇
で
し
た
。
関
脇
で

優
勝
、
大
関
で
優
勝
、
そ
し
て
直
前
は
名

古
屋
場
所
で
最
後
に
白
鵬
に
負
け
た
も
の

の
、
十
分
に
横
綱
を
務
め
ら
れ
る
と
判
断

さ
れ
て
昇
進
し
ま
し
た
。
過
去
の
例
を
み

れ
ば
、
三
場
所
前
の
成
績
は
あ
ま
り
関
係

が
な
い
よ
う
で
、
直
前
の
二
場
所
が
強
け

れ
ば
、
一
気
に
横
綱
へ
と
の
ぼ
っ
て
い
く
。

「
強
い
な
あ
」「
強
く
な
っ
た
な
あ
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
相
撲
協
会
の
審
判
部
、
他

の
力
士
た
ち
、
日
本
中
に
知
ら
し
め
る
こ

と
が
で
き
る
か
が
横
綱
昇
進
を
決
め
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

～
貴
景
勝
を
見
る
周
囲
の
視
線
～

　

貴
景
勝
が
三
度
目
の
優
勝
を
し
た
初
場

所
後
、
少
し
前
に
伊
勢
ヶ
濱
親
方
か
ら
の

交
代
で
就
任
し
た
佐
渡
ヶ
嶽
審
判
部
長
は

「
横
綱
昇
進
に
つ
い
て
わ
た
し
た
ち
は
何

と
も
い
え
な
い
。
星
も
あ
る
し
、
相
撲
内

容
も
。」
と
語
り
、
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

ま
し
た
。「
次
が
優
勝
な
ら
昇
進
だ
」
と

は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
、
わ
た
し
た
ち

相
撲
記
者
た
ち
も
驚
き
ま
し
た
。

　

佐
渡
ヶ
嶽
さ
ん
は
審
判
部
長
に
な
り
た

て
だ
か
ら
慎
重
な
の
だ
と
い
う
見
方
も
で

き
ま
す
し
、
優
勝
と
は
い
え
十
二
番
し
か

勝
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
率
直
な
評

価
だ
ろ
う
と
い
う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、

そ
も
そ
も
純
粋
な
押
し
相
撲
で
横
綱
に
な

る
の
は
難
し
く
、
そ
れ
で
横
綱
に
な
っ
た

力
士
と
い
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
は
思
い
浮

か
び
ま
せ
ん
。
大
正
時
代
に
活
躍
し
た
栃

木
山
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
先
輩
記
者
も
い
ま
す
。
佐
渡
ヶ

嶽
親
方
の
お
父
さ
ん
で
あ
る
琴
櫻
も
、
ぶ

ち
か
ま
し
て
い
く
押
し
相
撲
で
し
た
が
、

差
し
て
か
ら
寄
っ
た
り
し
て
い
く
ス
タ
イ

ル
で
し
た
。
八
角
親
方
（
元
横
綱
北
勝
海
）

も
押
し
相
撲
ス
タ
イ
ル
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
差
し
て
い
ま
し
た
し
、
武
蔵
丸
も
上

位
に
あ
が
る
に
し
た
が
っ
て
突
き
押
し
一

本
で
は
な
く
、
右
を
差
し
て
返
し
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
曙
も
組
ん
で
も
強
か
っ
た
。

　

貴
景
勝
も
そ
の
辺
は
わ
か
っ
て
い
る
よ

う
で
、
今
は
四
つ
の
よ
う
な
安
定
感
の
あ

る
押
し
相
撲
を
志
向
し
て
い
ま
す
。
大
栄

翔
と
比
較
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
他
の

突
き
押
し
型
力
士
は
力
を
相
手
に
伝
え
る

た
め
に
前
傾
姿
勢
を
と
り
ま
す
。
対
し
て

貴
景
勝
は
立
ち
気
味
に
身
体
を
落
と
し
、

あ
ま
り
突
っ
込
ま
な
い
よ
う
な
姿
勢
で
押

し
て
い
く
。
重
い
腰
を
活
か
し
て
押
し
て

い
く
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
稽
古
場
で
も
右
差
し
を
得
意
と
す
る

隆
の
勝
に
右
を
差
さ
せ
て
お
い
て
、
組
ん

だ
状
態
か
ら
押
し
込
ん
だ
り
す
る
。
自
分

の
型
に
な
れ
な
い
と
き
で
も
星
を
拾
う
稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
先
場
所
の
千
秋
楽
、

琴
勝
峰
戦
で
は
前
に
出
な
が
ら
左
を
差
し

て
、
そ
の
ま
ま
返
し
な
が
ら
前
に
出
て
す

く
い
投
げ
を
打
つ
。
他
に
も
何
番
か
小
手

投
げ
で
星
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
し
、
少
し

ず
つ
相
撲
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
が
今
場
所
の
大
事

な
一
番
、
落
と
す
の
か
落
と
さ
な
い
の
か

と
い
う
大
一
番
で
発
揮
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
は
、
ひ
と
つ
の
注
目
点
で
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
押
し
て

い
く
の
が
一
番
な
の
で
し
ょ
う
が
、
安
定

し
て
勝
ち
抜
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
が
今
場
所
は
特
に
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
人
も
そ
れ
は
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
、

稽
古
場
で
頑
張
っ
て
い
る
最
中
で
す
。

　

横
綱
審
議
委
員
会
の
高
村
委
員
長
は

「
次
は
レ
ベ
ル
の
高
い
優
勝
を
、
と
は
い

わ
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も

含
め
た
記
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
「
原
則
通

り
の
二
場
所
連
続
優
勝
な
ら
昇
進
」
と
受

け
止
め
て
い
る
の
で
す
が
、
高
村
さ
ん
は

任
期
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、
次
の
委
員
長

次
第
と
は
い
え
、
二
場
所
連
続
優
勝
な
ら

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
初
日
と
二
日
目
の
取
り
組
み
が

決
ま
り
ま
し
た
。
貴
景
勝
の
初
日
は
翔
猿
。

先
場
所
、
負
け
た
相
手
で
す
。
か
く
乱
さ

れ
て
、
頭
で
か
ま
さ
れ
て
の
負
け
。
口
か

ら
血
を
流
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
場
所
は

ど
う
い
う
内
容
に
な
る
の
か
。
初
日
に
負

け
る
よ
う
で
は
横
綱
昇
格
、
苦
し
く
な
る

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。
押
し
相
撲
の
貴
景

勝
、
押
し
を
重
ね
て
い
き
な
が
ら
、
そ
の

勢
い
で
勝
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
二

日
目
は
玉
鷲
で
す
。
幕
内
上
位
か
ら
三
役

は
ク
セ
が
あ
っ
た
り
、
実
力
が
あ
る
力
士

ば
か
り
で
す
が
、
圧
倒
す
る
く
ら
い
の
力

で
勝
て
れ
ば
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
大
関
候
補
の
力
士
た
ち
～

　

貴
景
勝
の
綱
取
り
の
メ
イ
ン
ト
ピ
ッ
ク

で
あ
る
一
方
、
次
は
誰
が
大
関
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
話
題
に
な
る
場

所
と
な
り
ま
す
。
本
当
に
わ
か
ら
な
い
の

で
す
が
、
取
材
を
し
な
が
ら
感
じ
て
い
る
、

わ
た
く
し
の
考
え
る
次
の
大
関
候
補
を
何

人
か
ご
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

一
番
手
は
番
付
的
に
も
東
の
関
脇
、
若

隆
景
で
す
。
七
場
所
連
続
で
関
脇
を
務
め
、

去
年
春
場
所
で
は
優
勝
。
優
勝
決
定
戦
で

の
高
安
と
の
熱
戦
を
覚
え
て
い
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
安
定
感
と

い
い
ま
す
か
、
八
番
を
勝
つ
力
は
あ
る
。

そ
こ
か
ら
二
番
、
三
番
を
上
乗
せ
し
て
い

け
る
か
ど
う
か
に
大
関
昇
進
が
か
か
っ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、
相
手
の
差
し
手
に
対

し
て
、
手
を
下
か
ら
押
っ
付
け
て
出
て
い

く
。
最
近
は
相
手
の
研
究
も
し
て
い
て
、

本
人
は
あ
ま
り
語
り
た
が
ら
ず
、
訊
い
て

も
狙
い
な
ど
は
話
し
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、

ま
わ
し
を
取
る
相
撲
を
志
向
し
て
い
る
の

は
確
か
な
よ
う
で
す
。
た
だ
し
、
相
手
も

な
か
な
か
に
強
い
力
士
ば
か
り
。
大
勝
ち

す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
の
努
力
が
形
に
な
れ
ば
、
大
関
昇

進
の
可
能
性
、
十
二
分
に
あ
り
ま
す
。
気

に
な
る
の
は
、
場
所
前
に
左
わ
き
腹
を
痛

め
て
い
る
点
で
す
。
テ
ー
ピ
ン
グ
を
し
て

い
ま
せ
ん
か
ら
、
見
た
目
で
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
今
場
所
、
実
際
に
相
撲
を
と
っ

て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
状
態
で
す
。

稽
古
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

セ
ー
ブ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
影
響
す
る
か
。
そ

こ
が
若
隆
景
の
今
場
所
の
見
ど
こ
ろ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

次
は
同
じ
関
脇
の
豊
昇
龍
で
す
。
朝
青

龍
の
甥
っ
子
で
す
。
彼
も
一
年
以
上
三
役

を
務
め
て
い
ま
す
し
、
九
州
場
所
で
は

十
一
勝
を
あ
げ
ま
し
た
。
三
役
で
初
め
て

の
二
桁
の
星
で
す
。
初
場
所
は
足
首
を
痛

め
て
休
場
し
た
も
の
の
、
場
所
中
に
復
帰

し
て
勝
ち
越
し
。
関
脇
の
座
を
守
り
ま
し

た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
状
態
が
よ
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
か
ら
、
今
場
所
、

ど
の
く
ら
い
の
星
を
あ
げ
る
の
か
が
注
目

点
と
な
り
ま
す
。
豊
昇
龍
は
、
叔
父
さ
ん

と
同
じ
で
足
腰
が
た
い
へ
ん
強
く
、
豪
快

な
投
げ
技
を
打
っ
た
り
、
若
干
の
劣
勢
で



講演録  『「グランドシャトー」～キャバレーがあった時代～』

CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.5.1)  1213  CENTRAL ELECTRIC CLUB (2023.5.1)  

講演録  大相撲番付鳴動～令和五年大阪場所の見所～

も
打
開
す
る
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
気
持
ち
も
強
い
。
年
齢
も
ま
だ

二
十
三
歳
前
後
と
若
い
も
の
で
す
か
ら
、

こ
の
ま
ま
ケ
ガ
を
せ
ず
、
稽
古
を
積
み
な

が
ら
順
調
に
身
体
が
大
き
く
な
っ
て
い
け

ば
大
関
に
な
る
可
能
性
は
高
い
と
み
て
い

ま
す
。
今
は
増
量
に
も
努
め
て
い
る
よ
う

で
、
百
四
十
キ
ロ
後
半
く
ら
い
の
重
さ
に

な
っ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
よ
く
「
相

撲
の
型
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
型
に
な
れ

ば
負
け
な
い
、
と
い
う
得
意
な
型
で
す
。

今
は
ま
だ
、
豊
昇
龍
に
は
そ
の
型
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
自
然
に
で
き
て
い
く

よ
う
な
気
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
点
も
豊

昇
龍
の
成
長
の
見
ど
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。「
豊
昇
龍
は
こ
の
型
に
な
れ
ば
一
番
力

が
出
る
」
と
い
う
も
の
が
、
今
後
一
年
か

ら
二
年
の
あ
い
だ
で
生
ま
れ
、「
豊
昇
龍
、

こ
の
型
に
な
れ
ば
負
け
な
い
な
」
と
い
う

も
の
が
み
え
て
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
見

方
と
し
て
は
面
白
く
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　

三
人
目
は
霧
馬
山
で
す
。
モ
ン
ゴ
ル
出

身
で
、
今
場
所
が
新
関
脇
で
し
た
。
小
結

で
三
場
所
連
続
の
勝
ち
越
し
を
し
て
い
ま

す
か
ら
、
実
力
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

初
場
所
も
十
一
番
勝
っ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
稽
古
熱
心
な
こ
と
で
す
。
朝
乃

あ
り
ま
す
し
、
三
役
の
経
験
も
多
い
実
力

者
で
す
。
問
題
は
安
定
感
と
い
い
ま
す
か
、

突
き
押
し
を
外
さ
れ
て
し
ま
う
と
き
や
う

ま
く
押
し
切
れ
て
い
な
い
と
き
が
あ
る
こ

と
で
す
。
安
定
感
が
出
て
き
た
り
威
力
が

増
し
て
き
た
な
ら
ば
、
一
気
に
大
関
に
昇

進
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
朝
乃
山
で
す
。
今
場
所
で
幕
内

返
り
咲
き
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
場

所
前
の
稽
古
場
で
は
本
当
に
強
か
っ
た
。

出
稽
古
に
来
た
若
隆
景
、
霧
馬
山
も
相
手

に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
強
さ
で
し
た
。
問
題

は
、
ど
の
く
ら
い
の
速
さ
で
上
に
あ
が
っ

て
く
る
の
か
。
朝
乃
山
は
照
ノ
富
士
や
栃

ノ
心
の
よ
う
に
ケ
ガ
で
番
付
を
落
と
し
た

の
で
は
な
く
、
不
祥
事
で
落
と
し
ま
し
た

か
ら
、
身
体
そ
の
も
の
に
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
相
撲
の
世
界
に
は
「
番
付
な
り
の

相
撲
し
か
取
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
十
両
な
ら
十
両
に
見
合
っ
た
相

撲
し
か
取
れ
な
い
し
、
三
役
に
あ
が
れ
ば

三
役
に
相
応
し
い
相
撲
を
取
る
よ
う
に
な

る
。
彼
の
場
合
も
そ
う
で
、
番
付
を
戻
し

て
い
く
に
し
た
が
い
、
落
ち
て
し
ま
っ
た

相
撲
勘
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
年
齢
は
三
十
歳

前
後
。
年
齢
の
問
題
も
あ
っ
て
、
本
人
も

の
ん
び
り
は
し
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
意

気
込
み
で
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
大
関
だ

け
で
な
く
、
そ
の
上
も
狙
え
る
か
ど
う
か
。

い
ず
れ
上
が
っ
て
く
る
の
は
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
紹
介
し
た
力
士
た
ち
が
の
ん
び

り
構
え
て
い
れ
ば
、
朝
乃
山
が
先
に
大
関

昇
進
を
決
め
て
し
ま
う
可
能
性
は
大
で

す
。
本
人
は
今
年
中
に
三
役
と
い
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
注
目
は
来
年
辺
り
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

～
関
西
出
身
の
力
士
～

　

相
撲
協
会
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
今
場
所
、

番
付
に
載
っ
て
い
る
力
士
は
六
百
三
人
で

す
。
最
も
多
い
の
は
東
京
の
四
十
九
人
で

す
。
次
い
で
埼
玉
、
愛
知
と
な
り
、
大
阪

は
四
番
目
に
多
い
三
十
人
で
す
。
兵
庫
は

大
阪
に
次
ぐ
二
十
九
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
三
重
を
関
西
、
近
畿
エ
リ
ア
だ
と
す

れ
ば
、
三
重
は
十
四
人
、
京
都
五
人
、
奈

良
四
人
、
和
歌
山
四
人
、
滋
賀
二
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

幕
内
に
限
れ
ば
、
貴
景
勝
（
兵
庫
）、
宇

良
（
大
阪
）、
妙
義
龍
（
兵
庫
）
の
三
人

に
な
り
ま
す
。

　

大
阪
の
皆
さ
ん
は
、
宇
良
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
最

近
は
体
重
が
増
え
て
き
て
、
今
は
百
五
十

キ
ロ
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
人
曰
く

は
、
こ
の
く
ら
い
が
よ
い
。
体
重
が
増
え

た
こ
と
で
こ
の
一
年
、
宇
良
も
押
す
力
が

増
し
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
上
体
を
倒

し
た
よ
う
な
低
い
体
勢
か
ら
押
し
て
い
く

力
が
つ
い
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
相

手
も
戦
略
を
変
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
な

ら
、
宇
良
は
足
を
取
り
に
く
る
ぞ
と
か
、

立
ち
合
い
は
少
し
ズ
レ
な
が
ら
入
っ
て
く

る
と
か
、
宇
良
の
動
き
を
見
な
が
ら
対
応

し
て
い
ま
し
た
が
、
押
し
の
圧
力
が
増
し

た
こ
と
で
、
そ
の
対
応
が
で
き
な
く
な
っ

て
い
る
。
相
手
に
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
強

く
当
た
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
一
気
に

押
し
切
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
な
れ
ば
、
逆
に
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
ス

パ
イ
ス
の
効
い
た
立
ち
合
い
も
活
き
て
き

ま
す
。
た
だ
、
先
々
場
所
く
ら
い
だ
と
思

い
ま
す
が
、
膝
の
調
子
が
あ
ま
り
よ
く
な

か
っ
た
よ
う
で
、
押
せ
な
い
相
撲
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
万
全
に
な
れ
ば
、

押
し
て
攻
め
た
り
、
翻
弄
し
た
り
と
い
う

宇
良
の
相
撲
の
完
成
形
が
見
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
楽
し
み
で
す
。
体
重
が
増

え
れ
ば
、
や
は
り
膝
へ
の
負
担
も
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
十
五
日
間

を
取
り
切
る
体
力
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

山
と
稽
古
し
た
り
、
若
隆
景
や
横
綱
と

も
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
り
、
出
稽

古
を
し
て
強
い
力
士
に
胸
を
貸
し
て
も
ら

い
、
本
当
に
一
生
懸
命
に
稽
古
を
し
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
力
が
つ
い
て
く
れ
ば
芽
が

出
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
好

成
績
の
要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
悪

く
し
て
い
た
膝
の
状
態
が
よ
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
で
す
。
あ
と
は
蓄
膿
症
の
手

術
を
し
て
、
呼
吸
が
し
や
す
く
な
っ
た
の

も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

四
人
目
は
若
隆
景
の
兄
、若
元
春
で
す
。 

穏
や
か
な
性
格
と
い
い
ま
す
か
、「
ザ
・
お

相
撲
さ
ん
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
細

か
い
こ
と
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
、
神
経
質

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
土
俵
の
思
い
切
り
の
よ
さ
に
出
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
型
は
左
四
つ
で
す
。

左
を
差
し
て
右
上
手
を
取
る
型
が
強
く
、

こ
の
型
に
な
れ
ば
か
な
り
強
い
。
上
位
に

も
通
用
し
ま
す
。
普
通
は
左
を
差
し
て
か

ら
右
を
取
る
と
い
う
手
順
な
の
で
す
が
、

彼
の
場
合
は
左
を
差
し
た
だ
け
で
も
相
撲

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
左
を
差

す
ま
で
で
す
。
最
近
は
立
ち
合
い
で
突
っ

張
っ
て
み
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
若
隆
景
よ
り
先
に
大
関
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
い

つ
も
腰
の
状
態
が
よ
く
な
い
。
土
俵
際
も

強
く
、
み
て
い
て
好
感
の
持
て
る
お
相
撲

さ
ん
で
す
。

　

次
は
佐
渡
ヶ
嶽
親
方
の
息
子
、
琴
ノ
若

で
す
。
お
父
さ
ん
が
関
脇
琴
ノ
若
、
お
祖

父
さ
ん
が
横
綱
琴
櫻
。
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
で
、
横
綱
の
孫
だ
と
い
わ
れ
て
期

待
も
さ
れ
て
い
る
し
、
本
人
も
自
分
の
血

筋
を
当
た
り
前
の
よ
う
な
感
じ
で
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
次
の
大
関

候
補
の
な
か
で
は
、
身
体
が
一
番
大
き
い
。

膝
の
ケ
ガ
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
身
体
の

サ
イ
ズ
、
ス
ケ
ー
ル
を
み
れ
ば
、
上
に
あ

が
っ
て
い
く
感
じ
が
し
ま
す
。
二
十
五

歳
前
後
で
す
が
、
若
貴
時
代
に
は
そ
の
年

齢
で
大
関
に
な
っ
て
い
る
力
士
は
結
構
い

ま
し
た
し
、
貴
景
勝
も
二
十
五
歳
の
と
き

は
大
関
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
人
か
ら

も
「
も
う
ノ
ン
ビ
リ
は
し
て
い
ら
れ
な
い
」

と
い
う
感
が
出
て
い
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
を

聞
い
て
い
る
と
、
自
分
に
対
し
て
厳
し
く
、

目
の
前
の
や
る
べ
き
こ
と
に
フ
ォ
ー
カ
ス

で
き
て
い
る
。
あ
ま
り
ブ
レ
な
い
タ
イ
プ

だ
と
思
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
面
で
は
よ
い

も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

六
人
目
は
大
栄
翔
で
す
。
優
勝
経
験
も
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グ
等
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
必
要
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
妙
義
龍
で
す
。
場
所
前
は
た
い
へ

ん
よ
い
稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。
豪
栄
道

と
は
同
期
同
学
年
で
、
同
年
代
の
力
士
の

ほ
と
ん
ど
が
引
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

豪
栄
道
、
隠
岐
の
海
は
引
退
し
、
残
っ
て

い
る
の
は
宝
富
士
で
し
ょ
う
か
。
年
齢
に

触
れ
る
と
本
人
は
怒
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
自
分
に
厳
し
い
姿
勢
は
評
価
で
き
ま

す
。

　

関
西
出
身
の
十
両
と
な
れ
ば
、
千
代
の

国
（
三
重
）、
豪
ノ
山
（
大
阪
）、
志
摩
ノ

海（
三
重
）、徳
勝
龍（
奈
良
）の
四
人
で
す
。

　

豪
ノ
山
は
元
大
関
豪
栄
道
が
独
立
し
た

武
隈
部
屋
に
所
属
し
、
埼
玉
栄
高
校
の
出

身
で
す
。
埼
玉
栄
高
の
山
田
監
督
に
い
わ

せ
れ
ば
「
性
格
の
た
い
へ
ん
よ
い
子
で
真

面
目
」。
今
一
生
懸
命
に
稽
古
を
し
て
い

ま
す
か
ら
、
い
ず
れ
上
が
っ
て
ほ
し
い
力

士
で
す
。
今
場
所
、
十
両
に
は
朝
乃
山
、

徳
勝
龍
だ
け
で
な
く
、
ケ
ガ
で
落
ち
て
し

ま
っ
た
栃
ノ
心
も
い
ま
す
。
優
勝
経
験
者

が
四
人
と
、
実
力
者
ひ
し
め
く
場
所
と
な

る
た
め
、
十
両
の
優
勝
争
い
も
混
沌
と
し

た
状
態
で
す
。

　

徳
勝
龍
は
今
場
所
が
再
十
両
で
、
そ
の

前
は
幕
下
に
落
ち
て
い
ま
し
た
。
引
退
し

て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
の
キ
ャ
リ
ア
の

曲
が
り
角
か
ら
奮
起
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
に
も
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
落
ち
て
し
ま
っ
た
照
強
（
兵
庫
）

で
す
。
糖
尿
な
ど
の
体
調
面
に
心
配
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
辺
も
整
っ
て
く
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
老
け
込
む
年
齢
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

令
和
五
年
大
阪
場
所
、
見
ど
こ
ろ
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

（
令
和
五
年
三
月
十
日講

演
抄
録
文
責
在
記
者
）

◎
午
さ
ん
会（
12
月
2
日
）

『
わ
が
国
の
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
能
力
の

現
状
と
課
題
に
つい
て
』

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
チ
ー
フ・サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ・ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

 

松
原　

実
穂
子 

氏

◎
午
さ
ん
会（
12
月
9
日
）

『
面
白
い
ほ
ど
スッ
キ
リ
わ
か
る
！

世
界
の
気
候
と
天
気
の
し
く
み
』

　

サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ
タ
ー

　

気
象
予
報
士　
　

 

今
井　

明
子 

氏

◎
午
さ
ん
会（
12
月
16
日
）

『
最
近
の
電
力
需
給
と

そ
の
背
景
に
つい
て
』

　

関
西
電
力
株
式
会
社

　

エ
ネ
ル
ギ
ー・環
境
企
画
室　

担
当
部
長

　

エ
ネ
ル
ギ
ー・
環
境
政
策
グ
ル
ー
プ

　

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

辻
森　

耕
太 

氏

◎
午
さ
ん
会（
1
月
27
日
）

『
激
動
す
る
世
界
情
勢
を読

む
』

　

桃
山
学
院
大
学　

法
学
部
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松
村　

昌
廣 

氏

当
倶
楽
部
会
館
内
に
お
け
る

節
電
協
力
へ
の
お
願
い

　

地
球
温
暖
化
防
止
及
び
節
電
に
寄
与
す
る
た
め

ク
ー
ル
ビ
ズ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。次
の
と
お
り
節

電
に
協
力
い
た
し
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
、ご
協

力
を
是
非
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施

　
・
令
和
五
年
五
月
一
日（
月
）か
ら
十
月
末
日
ま
で

◇
大
食
堂
・
厨
房
、各
事
務
所

　
・
照
明
、Ｏ
Ａ
機
器
、空
調
等
の
節
電

◇
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　
・�

本
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち
一
基
を
原
則
終
日
運

転
休
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
貸　

室

　
・使
用
開
始
一
時
間
も
し
く
は
三
〇
分
前
の
空
調
・
照
明
Ｏ
Ｎ

　
・利
用
終
了
時
の
空
調
・
照
明
・コ
ン
セ
ン
ト
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
徹
底

　
・
不
使
用
室
の
空
調
・
照
明
O
F
F
徹
底

◇
廊
下
・
共
用
部
分
の
照
明

　
・
照
度
を
考
慮
し
た
上
で
の
間
引
き
を
実
施

　
・
閉
館
以
降
の
館
内
消
灯
の
徹
底

　

文
化
探
究
会
見
学
会
は
、奈
良
県
の
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
方
面
に
出
か
け
ま
す
。

　

午
前
中
は
平
城
宮
跡
内
に
あ
る「
平
城
宮
い
ざ
な

い
館
」を
見
学
。ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
の
案
内
に
て
、時
空

を
超
え
て
奈
良
時
代
の
平
城
京
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
は
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る「
な
ら
和
み
館
」

で
和
食
の
ラ
ン
チ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

午
後
は
、「
福
寿
園
Ｃ
Ｈ
Ａ
遊
学
パ
ー
ク
」で
石
臼
を

使
っ
て
の
お
茶
挽
体
験
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
に
移
動
し
、ガ

イ
ド
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
説
明
で
施
設
の
概
要
や
機
能
を

学
び
ま
す
。

※�

当
見
学
会
限
定
の
特
典
と
し
て
普
段
は
入
れ
な
い

書
庫（
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）を
見
学
い
た
し
ま
す
。

開
催
日　

令
和
五
年
六
月
二
十
日（
火
）【
雨
天
決
行
】

集　

合　

八
時
三
十
分　

中
央
電
気
倶
楽
部
一
階　

ロ
ビ
ー

行　

程　

�

ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島（
旧
堂
島
ホ
テ
ル
）前

…
平
城
宮
い
ざ
な
い
館（
見
学
・
買
い
物
）

…
昼
食
…
福
寿
園
Ｃ
Ｈ
Ａ
遊
学
パ
ー
ク

（
お
茶
挽
き
体
験
）…
国
立
国
会
図
書
館

関
西
館（
見
学
）…
ア
ロ
フ
ト
大
阪
堂
島
前

と
大
阪
駅（
十
七
時
三
十
分
帰
着
予
定
）

定　

員　

二
〇
名（
同
伴
歓
迎
）先
着
順
と
し
ま
す
。

会　

費　

会　

員

　

一
二
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　

会
員
外（
ご
家
族
含
む
）　

一
五
、〇
〇
〇
円

（
会
費
は
当
日
ご
持
参
下
さ
い
。）

【
食
事
の
際
の
追
加
の
飲
み
物
は
個
人
負
担
】

申
込
み　

�

六
月
十
三
日（
火
）ま
で
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
務
局（
更
谷
ま
で
）お
申
し
込
み

下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
三
五
六（
直
通
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六
―
六
三
四
五
―
六
八
七
七

※�

開
催
日
の
前
々
日
以
降
は
、会
費
の
半
額
を
キ
ャ
ン
セ

ル
料
と
し
て
申
し
受
け
ま
す
。

文
化
探
究
会
見
学
会
の
ご
案
内

電
気
記
念
日
を
祝
う

　

三
月
二
十
四
日（
金
）、当
倶
楽
部
は（
一
社
）日

本
電
気
協
会
関
西
支
部
と
の
共
催
で
、恒
例
の
電

気
記
念
日
祝
賀
会
を
開
催
し
、関
係
者
一
二
七
名

が
五
階
大
ホ
ー
ル
に
集
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、土
井
義
宏
電
気
記
念
日
行
事

関
西
実
行
委
員
会
委
員
長
が「
Ｓ
＋
３
Ｅ
す
な
わ

ち
安
全
性
、安
定
供
給
、経
済
効
率
性
、そ
し
て
環

境
の
同
時
達
成
を
目
指
し
、多
様
な
取
組
み
が
展

開
さ
れ
る
中
で
、私
た
ち
電
気
関
係
者
の
役
割
は

ま
す
ま
す
責
任
と
重
み
を
増
し
、か
つ
広
が
っ
て
お

り
ま
す
。私
た
ち
は
、電
気
利
用
の
安
心
と
利
便
性

の
向
上
、あ
ら
た
な
価
値
の
創
出
、サ
ー
ビ
ス
の
高

度
化
な
ど
を
通
じ
て
、社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き

る
よ
う
、知
恵
を
絞
り
、努
力
を
重
ね
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
来
賓
祝
辞
に
続
き
、電
気
記
念
日
の
由

来
と
な
っ
た
ア
ー
ク
灯
と
エ
ジ
ソ
ン
の
竹
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
電
球（
復
元
）の
点
灯
式
を
実
施
。

　

続
い
て
電
気
関
係
事
業
の
傘
寿
功
労
者

四
四
七
名
を
代
表
し
て
小
笹
定
典
氏
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、記
念
講
演
は
、Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・ア

ン
ド・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

早
瀬 

慶
氏
に

「
グ
ロ
ー
バ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
ト
レ
ン
ド
と
将
来
像
」

を
ご
講
演
頂
き
、祝
賀
式
を
終
え
ま
し
た
。

記念講演　　早瀬　慶氏

土井　委員長　挨拶
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会
議
、セ
ミ
ナ
ー
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
等
に

大
ホ
ー
ル 

・ 

会
議
室
の
ご
利
用
を
！！

(五階ホールのグランドピアノ)

　

一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
あ
る
社
交
倶
楽
部
、そ

の
会
館
の
中
の
く
つ
ろ
ぎ
に
満
ち
、ゆ
っ
た
り
と
し
た

空
間
で
、大
切
な
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
、講
演
会
、展
示

会
、ご
商
談
、打
合
せ
に
。ま
た
同
窓
会
・Ｏ
Ｂ
会
等

の
旧
友
と
の
再
会
の
場
と
し
て
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。五
階
大
ホ
ー
ル
に
は
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
備
付

け
て
お
り
、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
と
し
て
、そ
し
て
、

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
シ
ア
タ
ー
感
覚
の
ご
利
用
と
イ
ベ
ン

ト
に
も
多
岐
に
わ
た
り
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
は
、交
通
の
便
も
良
く
、低
料
金
で
十

人
程
度
か
ら
ご
利
用
が
可
能
な
大
小
二
十
三
室
の

会
議
室
と
お
稽
古
事
に
お
使
い
頂
け
ま
す
和
室
三

室
、そ
し
て
椅
子
席
三
六
〇
席
の
大
ホ
ー
ル
ま
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ネ
ッ
ト
会
議
・セ
ミ

ナ
ー
も
で
き
ま
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、会
場
設
営
、ま
た
機
材
の
ご
利

用
説
明
を
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
後
の
会
議
室
の
消
毒
の
実
施
も
継
続
致

し
て
お
り
ま
す

が
、引
き
続
き
ご

利
用
の
際
に
は
手

指
の
消
毒
・マ
ス
ク

着
用
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

会
員
増
強
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

！！

　

会
員
の
皆
様
に
は
、会
員
増
強
に
ご
協
力
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
倶
楽
部
の
発
展
の
た
め
に
は
、会
員
企
業
の

皆
様
そ
し
て
個
人
会
員
の
皆
様
の
新
入
会
員
の

ご
紹
介
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　
「
明
る
く
、親
し
み
の
あ
る
倶
楽
部
」と
し
て
会

員
皆
様
に
倶
楽
部
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

大
切
な
交
流
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う

事
務
局
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、何
卒
お

力
添
え
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
入
会
希
望

の
方
に
は
、
事

務
局
が
い
つ
で

も
お
伺
い
し
ご

説
明
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
紹

介
方
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（会費・入会金）
区分 会員区分

入会金

指定会員 1 社（団体） 　  ７万円

個人会員

新規入会 　  ３万円
会員歴あり ２〜５年未満　１万円

５〜１０年未満　５千円
１０年以上　　無料

月額会費
会員一名

指定会員 一律 5,0 0 0円

個人会員
毎月払い 4,30 0円
半年払い 4,050円

年一括払い 3,80 0円

テ
ナ
ン
ト
入
居
募
集
中

！！

　

当
倶
楽
部
で
は
、電
気
関
係
事
業
、学
術
と
文

化
、社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、諸
団
体
に
西
館
四
階
の
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
に
入

居
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。現
在
一
室（
約
五
二
㎡
）が

空
室
と
な
っ
て
お
り
、パッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン
を
新
調
、

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
も
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
・
地
下
鉄
・
私
鉄
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

利
便
性
の
高
い
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、事

務
所
を
お
探
し
の
団

体
様
に
お
心
あ
た
り

が
あ
り
ま
し
た
ら
、是

非
ご
紹
介
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

連
絡
先

倶
楽
部
事
務
局

E
メ
ー
ル
：info-cd@

chuodenki-club.or.jp

（
疋
田
）ま
で
。

　

四
月
六
日（
木
）電
壮
会（
代
表
幹
事 

猪
谷
雄

三
氏
）が
春
の
見
学
会
を
開
催
し
、兵
庫
県
加
東
市

の「
パ
ナ
ソ
ニッ
ク 

エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」や
神

戸
市
西
区
の「
神
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
」な
ど
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク 

エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
」で

は
、担
当
職
員
の
案
内
の
も
と
、使
用
済
家
電
製
品

が
分
解
さ
れ
粉
砕
処
理
さ
れ
る
様
子
を
見
学
し
、

S
D
G
ｓ
の
観
点
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
必
要

性
、重
要
性
に
つ
い
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

加
西
市
に
場
所
を
移
し
、「
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
」で
昼
食
を
楽
し
ん
だ
後
は
、思
い
思
い
に

庭
園
を
散
策
し
、色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
る
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
訪
れ
た「
神
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
」で
は
、ぶ
ど

う
の
栽
培
か
ら
ワ
イ
ン
の
醸
造
に
至
る
工
程
に
つ
い

て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。G
２
０
夕
食
会
で
各
国

首
脳
に
振
る
舞
わ
れ
た
と
い
う
神
戸
ワ
イ
ン
を
特

別
に
試
飲
さ
せ
て
い
た
だ
き
、深
み
の
あ
る
味
わ
い

に
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

　

当
日
は
天
候

が
心
配
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、道

中
は
雨
が
降
る

こ
と
も
な
く
、

有
意
義
な
一

日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
皆

様
、有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

電
壮
会
　
春
の
見
学
会
実
施

パナソニック エコテクノロジーセンターにて

食
堂
よ
り
の
お
知
ら
せ

　

長
ら
く
休
業
し
て
お
り
ま
し
た「
え
れ
き
亭
」を

改
装
し
、四
月
十
七
日（
月
）よ
り
営
業
を
再
開
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
面
の
間
、メ
ニュ
ー
は
す
き
焼
き
の
み
の
ご
提
供

と
な
り
ま
す
。新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た「
え
れ
き

亭
」で
え
れ
き
亭
の
代
名
詞
で
も
あ
る
す
き
焼
き
を

是
非
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、五
月
一
日（
月
）よ
り
、一
階
喫
茶
に
て
当

倶
楽
部
特
製
の「
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
」を
ご
提
供
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。今
年
、黒
部
ダ
ム
竣
工
六
十
周
年

に
ち
な
み
、長
野
県
大
町
市
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
是

非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

（
黒
部
ダ
ム
カ
レ
ー
推
進
協
議
会
公
認
）

写
真
部
撮
影
会

「
彦
根
城
」で
実
施

　

四
月
五
日（
水
）に
写
真
部
は
、天
守
や
附
櫓
及

び
多
聞
櫓
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た「
彦
根
城
」で
撮

影
会
を
開
催
し
ま
し
た
。あ
い
に
く
の
曇
天
模
様
の

中
な
ん
と
か
天
気
は
も
ち
こ
た
え
、一
，一
〇
〇
本
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
咲

き
ほ
こ
る
中
で
の

撮
影
会
と
な
り
ま

し
た
。
撮
影
会
を

前
後
し
て
の「
せ
ん

な
り
亭
伽
羅（
き
ゃ

ら
）」で
の
昼
食
会

で
は
、お
い
し
い
食

事
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、写
真
談
議

に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

写
真
部
員
募
集

　

写
真
部
で
は
部
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。会

員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
入
部
で
き
ま
す
の
で
皆
様
の

入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
ス
マ
ホ
カ

メ
ラ
も
O
K
で
す
。

会
費　
　
　

一
ヶ
月　

一
、〇
〇
〇
円

撮
影
会　
　

年
四
回

最
近
の
主
な
撮
影
会
：
勝
尾
寺
、京
都
植
物
園
、

大
阪
海
遊
館
、園
田
競
馬
場
、二
尊
院
、

須
磨
離
宮
公
園

作
品
審
査
会
・
発
表
会　
　

年
二
回

指
導
員　
　

渡
辺
瑞
男
先
生

（
元
朝
日
新
聞
写
真
記
者
）

＊
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

倶
楽
部
事
務
局（
川
村
）ま
で
。

　

電
話　

〇
六‐六
三
四
五‐六
三
五
四

彦根城にて

※
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

B1F 「えれき亭」 すき焼き

1F 「喫茶」 黒部ダムカレー
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敬　

弔　
　
　
　
　

個
人
会
員（
優
待
会
員
）

　

元 

日
本
ア
ー
ム
工
業
株
式
会
社

　

現 

日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト

　

常
務
取
締
役

　
　

榎
本　

雅
夫
殿　
（
享
年
八
十
九
歳
）

三
月
八
日
　
ご
逝
去

謹
ん
で
弔
意
を
表
し
ま
す

◎
絵
画
部（
水
彩
画
）教
室

　

四
月
度（
五
日・
水
曜
日
）の
画
材
は
、

「
春
の
風
景
」で
し
た
。

　

次
回
は
五
月
十
七
日（
水
）「
写
生
会
」で
す
。

　

中
之
島
緑
道
の
三
井
住
友
銀
行
本
店
の
正
面

当
た
り
に
十
三
時
現
地
集
合
。

　

雨
天
の
場
合
は
、倶
楽
部
に
て
。

◎
ゴ
ル
フ
部 

第
五
六
〇
回
　
例
会

（
三
月
二
十
三
日　

雨　

於 

茨
木
国
際
G
C
）

　

成　

績
優　

勝　
　
　
　
　

松
山　

三
雄　

君

二　

位　
　
　
　
　

佐
藤　

里
織　

君

三　

位　
　
　
　
　

安
田　
　

均　

君

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト　

　

前
日
か
ら
大
雨
の
予
測
で
、五
〇
組
の
う
ち
三
七

組
が
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
茨
木
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に

て
、当
日
も
雨
天
と
い
う
こ
と
で
危
惧
し
て
い
ま
し
た

が
、中
央
電
気
倶
楽
部
ゴ
ル
フ
例
会
は
誰
一
人
欠
席

す
る
こ
と
な
く
四
組
に
て
決
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
一
緒
し
た
宮
田
様
・
川
口
様
と
は
雨
天
の
こ
と

は
忘
れ
、楽
し
く
一
日
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。お

か
げ
さ
ま
で
、運
よ
く
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。次
回
は
、山
本
様
・
中
野
様
の
ご
紹
介
で
伏
尾
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
に
て
第
五
六
一
回
例
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。ゴ
ル
フ
同
好
会
以
外
の
会
員
様
・
ご
友
人
も

奮
っ
て
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
回
は
、第
五
六
一
回
例
会

四
月
十
八
日（
火
）　

伏
尾
G
C
）

◎
撞
球
部

•
第
一
三
六
回 
三
倶
楽
部
対
抗
四
ツ
球
競
技
会

　
（
四
月
一
日　

於（
一
社
）大
阪
倶
楽
部　

撞
球
場
）

　

成　

績　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
交
社  

大
阪   

電
気

優　

勝　

清
交
社　
　
　
　
　

／  

△  

○

二　

位　

大
阪
倶
楽
部　
　
　

△  

／  

○

三　

位　

中
央
電
気
倶
楽
部　

×  

×  

／

※
個
人
の
勝
ち
数
の
差
で
清
交
社
の
優
勝

（
当
倶
楽
部
出
場
選
手
・
六
名
）

村
上　

幸
夫　

君
・
佐
々
木　

孝　

君

池
端　
　

博　

君
・
馬
塲　

秀
行　

君

菱
谷　

泰
三　

君
・
冨
山　

勝
幸　

君

◎
囲
碁
部 

例
会（
四
月
八
日
）

　

成　

績
三　

勝　

八　

段　

山
田　
　

進　

君

二　

勝　

四　

段　

竹
内　
　

建　

君

（
参
加
者　

五
名
）

（
次
回
例
会
は
五
月
十
三
日（
土
））

◎
将
棋
部 

例
会（
三
月
二
十
五
日
）

　

成　

績
三　

勝　

六　

段　

井
上　

清
志　

君

（
参
加
者　

五
名
）

（
次
回
例
会
は
五
月
二
十
七
日（
土
）指
導
な
し
）

•
例
会（
四
月
六
日
）

　

成　

績優　

勝	

雑
賀　

幹
人　

君

二　

位	

村
上　

幸
夫　

君

三　

位	

髙
坂　

定
男　

君

四　

位	

大
竹　

一
夫　

君

五　

位	

篭
谷　
　

勇　

君

（
参
加
者　

十
四
名
）

・ 

優
勝
コ
メ
ン
ト

　

最
近
、手
玉
の
撞
点
を
外
す
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、あ
る
時
こ
れ
を
見
兼
ね
て
、近
く
で

見
て
い
た
高
持
ち
点
の
方
が
指
摘
し
て
、撞
く
姿

勢
が
基
本
型
か
ら
崩
れ
て
お
り
こ
れ
が
ブ
レ
の
要

因
で
あ
ろ
う
と
、細
部
に
わ
た
っ
て
修
正
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
安
定
し
た
当
た
り
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
優
勝
に
繋
が
り
ま
し
た
こ
と
、お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
次
回
例
会（
春
季
大
会
）は
五
月
十
三
日（
土
））

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
号
の
成
績
掲
載
の
中
で
、入
賞
者
の
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
） 優　

勝	

髙
坂　

定
男　

君

二　

位	

馬
塲　

秀
行　

君

三　

位	

篭
谷　
　

勇　

君

四　

位	

石
井　

大
三　

君

五　

位	

大
竹　

一
夫　

君

　（
正
） 

優　

勝	

髙
坂　

定
男　

君

二　

位	

馬
塲　

秀
行　

君

三　

位	

篭
谷　
　

勇　

君

四　

位	

石
井　

大
三　

君

五　

位	

大
竹　

一
夫　

君

	

藤
井
　
正
規
　
君

猪�

の
目（
いの
め
）： 

猪
の
目
の
よ
う
な
ハ
ー
ト
形
の

図
柄
の
こ
と
で
、古
来
よ
り
魔
除
け
の
た
め
に
寺

院
の
屋
根
の
両
端
に
あ
る
破
風
の
飾
り
板（
懸

魚
）等
に
用
い
ら
れ
ている
。

春�

夫（
は
る
お
）：
新
宮
出
身
の
詩
人
、佐
藤
春
夫
の

こ
と
。熊
野
速
玉
大
社
に
春
夫
の
詩
碑
が
あ
る
。

浅�

葱
色（
あ
さ
ぎ
い
ろ
）：
緑
が
かった
明
るい
青
色
の

こ
と
で
、葱
の
葉
の
色
を
薄
め
た
よ
う
な
色
か
ら

き
ている
。

強�

東
風（
つ
よ
ご
ち
）：
季
語「
東
風
」の
傍
題
で
、

春
に
なって
東
か
ら
吹
く
風
の
こ
と
。（
季
語
）

登�

舷
礼（
と
う
げ
ん
れ
い
）：
貴
賓
の
送
迎
や
遠
航
の

軍
艦
、ま
た
特
別
の
出
入
港
に
際
し
て
、乗
員
す

べ
て
を
艦
の
両
舷
に
整
列
さ
せ
て
敬
意
を
表
す

る
も
の
。

暖�

竹（
だ
ん
ち
く
）：
海
岸
で
見
か
け
る
イ
ネ
科
の

植
物
で
、葉
が
ス
ス
キ
や
サ
サ
、ヨ
シ
に
も
似
て
い

る
植
物
。

梅�

花
祭（
ば
い
か
さ
い
）：
季
語「
菜
種
御
供
」の
傍

題
で
、菅
原
道
真
の
忌
日
に
行
わ
れ
る
京
都
北
野

天
満
宮
の
祭
の
こ
と
。（
季
語
）

散�

華（
さ
ん
げ
）：
仏
を
供
養
す
る
た
め
に
花
を
散

布
す
る
こ
と
。

◎
俳
句
部

　

第
八
百
四
十
八
回　

い
な
づ
ま
句
会

俳
誌「
か
つ
ら
ぎ
」主
宰　

森
田
純
一
郎
先
生 

指
導

令
和
五
年
三
月
十
八
日

兼　

題　

当
季
雑
詠
五
句

選　

者　

吟

選
句
す
る
吾
へ
と
辛
夷
笑
み
に
け
り

脱
稿
の
目
に
白
蓮
の
い
と
白
し

梛
高
き
熊
野
に
春
の
来
た
り
け
り

速
玉
社
貝
寄
風
抜
く
る
猪
の
目
か
な

速
玉
社
春
夫
の
詩
碑
に
春
日
射
す

い
な
づ
ま
句
抄

○
流
氷
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
い
ま
浅
葱
色	

冨
山　

勝
幸

○
強
東
風
や
登
舷
礼
の
艦
加
速	

難
波　

正
行

○
老
梅
は
前
の
万
博
知
っ
て
を
り	

渡
　

建
彦

○
島
包
む
春
玉
ね
ぎ
の
芳
香
か
な	

東
代　
　

舞

○
暖
竹
の
さ
ゆ
ら
ぎ
も
な
き
冬
の
凪	

広
田　

祝
世

○
溝
に
捨
て
ら
る
る
金
魚
を
拾
ひ
や
る	

出
店
智
惠
呼

○
道
具
み
な
年
代
物
や
屋
根
替
ふ
る	

奥
村　

恵
子

○
点
前
す
る
髪
飾
り
揺
れ
梅
花
祭	

友
岡　

淑
子

　

朝
一
番
春
光
の
射
す
天
の
窓	

留
岡　
　

寛

　

小
春
日
や
風
一
陣
で
冬
戻
り	

野
尻　

弘
輔

　
囀
や
日
の
出
の
明
か
り
待
ち
切
れ
ず	

木
下　

貴
友

　

供
養
塔
ほ
と
り
に
椿
散
華
と
も	

前
野
美
枝
子

（
○
印
選
者
選
）

（
注
）

脱�

稿（
だ
っこ
う
）：
原
稿
を
書
き
終
え
る
こ
と
で
、

ホ
ッ
と
し
ている
様
子
。

梛�（
な
ぎ
）：
熊
野
速
玉
大
社
の
御
神
木
で
、平
和

の
象
徴
と
さ
れ
ている
。

貝�

寄
風（
か
い
よ
せ
）：
大
阪
四
天
王
寺
の
聖
霊
会

（
旧
暦
二
月
二
十
二
日
）の
こ
ろ
に
吹
く
季
節

風
の
こ
と
で
、供
華
の
筒
花
を
住
吉
の
浜
に
吹
き

寄
せ
ら
れ
た
貝
殻
で
作
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

（
季
語
）

会　

場
…
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
大
阪

　
　
　
　

五
階
ガ
ー
デ
ン
ル
ー
ム 

他

時　

間
…
十
一
時
三
十
分
〜
十
三
時
三
十
分

五
月
二
日（
火
）

講
題『
京
町
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〈
ア
ー
ト
な
る
建
築
〉を
目
指
し
て

伝
統
の
継
承
と
革
新
性
』

―

時
代
、世
紀
と
と
も
に
変
容
す
る
社
会
と
住
居
―

建
築
空
間
デ
ザ
イ
ナ
ー

金
子　

文
子　
さ
ん

五
月
九
日（
火
）

講
題『
社
会
の
変
化
と
日
本
の
大
学
の
将
来
』

―

関
西
大
学
の
事
例
を
踏
ま
え
て
―

関
西
大
学
理
事
長　
　

芝
井　

敬
司　

氏

五
月
十
六
日（
火
）

「
一
〇
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催
の
た
め
休
会

五
月
二
十
三
日（
火
）

講
題『
調
整
中
』

フ
ー
ド
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト・あ
ま
か
ら
手
帖
編
集
長

門
上　

武
司　

氏

五
月
三
十
日（
火
）

講
題『
人
生
一
〇
〇
年
の
医
療
と
介
護

   

〜
昭
和
・
平
成
と
比
較
し
た
令
和
の
特
徴

：
危
機
と
激
動
の
時
代
〜
』

兵
庫
県
立
尼
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

名
誉
院
長　
　
　
　

  

藤
原　

久
義　

氏

※
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
席
ご
希
望
の
方
は
、当
倶
楽
部
事
務
局

　
（
更
谷
）に
二
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
会
費
／
三
、〇
〇
〇
円（
昼
食
代
・
消
費
税
込
後
日
精
算
）

　

�

前
日
の
午
後
五
時
以
降
は
、キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

☆
五
月
一
日
よ
り
ク
ー
ル
ビ
ズ

清
交
社
の
午
さ
ん
講
演
会
の

ご
案
内


